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安全 の注意 - 怪 避 最初 い！ 

本装置 ー ー 修理担当者 操作中のほ の 険 保護 安全装置 備え い
怪 や装置の損傷 防 ー ーや修理担当者 安全 策 講 必要 あ 最良の

結果 得 本装置 乾燥 粉 の い環境 操作 い や 険 存 環境
装置 操作 い い  

装置の操作前 び操作中 次の安全 の注意事 十 注意 払 い

装置 操作 必 認 い
目の保護具 着用 い  

装置 使用 必 適 防音保護
具 着用 い  

動部 挟 や 断の 能性 あ
通常操作中 常 所 の位置 ー

置い い   

設置 装置 手 入 い い  
装置の 動部 引 能性 あ

ゆ 衣服や 類 着
用 い い  

装置 改変 改造 用途外の目的 使
用 い い  

 

ー ン ー 

ー  1-800-522-6752 米国本土 び の  

ー ン ー 必要 応 術 ー 供  

ン ン 担当者 修理 い問題 発生 場合 ー ー
装置の調整 修理 支援  

ー ン ー問い合わ 時 必要 情報 

装置の点検 び修理 関 ー ン ー 電 際 装置 関 知識 あ 方 装置の
面 手元 用意 指示 勧 時間 手間 省

 

ー ン ー 問い合わ い 際 次の情報 用意 い  

 客様会社  

 会社の 住所 

 連絡い い 方 前 役職  電 番号 内線番号  

 び出 方 

 装置番号 わ 場合 番号  

 製品部品番号 わ 場合 番号  

 緊急度 

 問題の内容 

 動作 い ン ー ン の説明 

 参考 そう 詳細情報/ ン  
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本 際 特 険 注意 注 注意 い  

険 

中程度 重度の人身事故 引 起 能性のあ 差 迫 険 示  

注意 

製品や装置 損傷 え 能性のあ 状態 示   

注 

特別 情報や重要 情報 示  

以 の安全 の注意事 特 注意 い  

装置 操作 必 認 い 目の保護具 着用 い  

装置 使用 必 適 防音保護具 着用 い  

使用 い い や ー ー 外 い 必 空気の供給
停 ー い  

本文書の再発行の理由 い ン 10 改訂概要 記載 い  

注 

本 扱説明書 記載 い 寸法の単位 ー 法 米国慣用単位 内 示
確 比率 い  

険 

の ワー 訓練 担当者の 操作 い  

険 

ー 空気供給源 接続 ン 使用 い場合
空気供給源 ー 簡単 外 の手段 用意 必要 あ  

1.  

本 626 空気 ー ン の ー ン ン の 構 利用 能  
ン び ー 機能 い 説明 1 本 両方

の の操作 び ン ン 情報 記載 い ー ン ン 使用
ン 多種多様 あ ワ の準備 ン の 付 ン ン 各

ン 関 具体的 情報 い 各 ン 梱 い 説明書 参照
い  

注 

基本的 626 空気 ー ン ワー ー ン
ン び必要 応 着 構 い  
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1：626 空気 ー ン ン  

 

 

ワー  

ー ン  
189721-1 非  
189722-1 非  

大型 ー ン  
356302-1  

189767-1 非  

ー ン  

ー ン 
ン 217200-1 
各種  

626 ー  
ン  

ン /  

ー ン 
ン  

各種 ン  

PRO-CRIMPER™ ー
各種  

小型 ー ン
356303-1   

189766-1 非  

ー ン 
ー ン  

356304-1  
189928-1 非  

DAHT ン  
ン ー  

非   
各種  

ー
 

各種  

空気 ー
ン  

T-HEAD™ ン  

C ン  
各種  

 
各種  

 C ン ワー
189721-2 189722-2 共 使

用 必要 あ の
ワー -1

加え ー
189720-1 含 い  
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2. 詳細 

626 空気 ー ン の端子や 6～26AWG の のワ
着 ン 応 う 設計 い 2 種類の 構

能 2  

2： 構  

 

1 手動作動 非  

2 作動 非  

設計 ン 採用 各 構 一の ワー 含
い ワー 拡張 の ー ン 所望の

機能 得 の の ー ー ワー 追加
あ 別の 変更 の の能力 維持 ー ー

1 の ワー 両方の の機能 利用  

間の い ワー 手動 作動 の作動方法 着 御の  
ー ー 御 CERTI-CRIMP™ ー 御 あ 手動作動
ン ン ワー 直接 付 い ー ー ン

保持 作動 作動 ワー の
作動 能 ン あ ー ー の用途 手 自由 使う

い の 使用 ー ー 着 時間 完全 御  
ン や のい 作動 場合 ー ー ン  

ー 着 底 一時的 閉 状態 必要 あ
ン 過度の い う ー ー 解除 時間 確保 必

要 あ  

1 示 6 種類の ン の ワー 互換性 あ
の 関連 ン や 使用 の

使用 端子 あ ゆ ワ 着 ー ン
両方の 互換性 あ 柔軟性の高い選択 将来的 ン機能 供  

ー ン の論理 御機能 一貫 復 能 着 保証 完全 製品
着 基本的 部 的 着 あ 実際 作動 ン

押 後 ー ー 作動 一時的 閉 状態 ー 完全 着
実行 う 必要 あ  

日付 ー ー 本体 記 い 日付 ー YYWW 形式 YY 製造年 WW 製造
表 例え ー 記 日付 ー 1942 の場合 ー 2019 年の第 42 製造
の  
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2.1. ワー  

ワー 3 ワー の ンの伸縮 使用 2 の空気入力 ー
の背面 あ 空気 活性化 3 の内部 ン ー 連動 動作 前面の

ン ン 伸縮 ワー の先端 あ ー 使用 ー
ン のい 1 付  

3：電源  

 

1 背面  5 空気 ン ー本体

2 面  6 ー 

3 空気入力 ー 引 伸  7 ン ン

4 空気入力 ー 引 込    

表 1： ワー の 様 

重量 0.708 kg [1.56 lbs] 

長  203 mm [8 ン ] 

直径 51 mm [2 ン ] 

空気供給源 620～690 kPa [90-100 psi] 

最大  90～95 dBA 

耐振動 <2.5 m/s2 
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4 標準的 ー ン ワー 付 関連 ン 示
各 ー ン ワー の ン 直接 付 独自の

あ ン 付 固 後 関連 ー ン
ワー 前面の 配置 ー ー ン の ー あ 山

合わ ー ワー 固 次 関連 ン や ー
ー ン 付 適 組 立 ー ン 付 ワー

い の方向 自由 旋回 の 機能 ー ー 端子や
ワ ン や 配置 ン や 自由 動

 

4： ー ン の ワー の 付  

 

1 標準的 び ー ン  

2 標準的 ン  

3 ワー い の方向 自由 回転 
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2.2. 手動作動 非  

険 
や ー 外 い 間 空気 除去 必要 あ  

手動作動 5 ワー の背面 付 ン ン あ
ン ン ワー の入力 ー 嵌合 1 の入力 ー ン

空気供給源 接続 2 の出力 ー 備え 手動操作の四方 あ ン ン
ワー の ン 伸縮 の空気 御 ー ワー

の ン ー本体 向 内側 押 ン 伸び 解放 ン 式  
ー 通常の位置 戻 ン 引 込 前述 う い の ー ン  
関連 ン や 4 示 う ワー 付

 

5：手動作動  

 

1 ン ン  

2 ー 

3 標準的 び ー ン  

4 ワー  

5 ン空気供給源 接続 
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2.3. 作動 非  

険 

や ー 外 い 間 空気 除去 必要 あ  

作動 6 ワー の空気 御 別の ン あ
ン 1 の入力 ー ン空気供給源 接続 2 本の送気管  

介 ワー の入力 ー 接続 2 の出力 ー 備え 操作の四方 あ  
非作動状態 ン の通常閉 ー 通 ワー の引 込 入力

ー 送 作動 替わ ン 通常開い ー
通 ワー の伸長入力 ー 送 ン ワー

の伸縮 遠隔 御  

6： 作動  

 

1 伸長 5 形 送気管 

2 縮 6 ン空気供給源 接続 

3 ワー  7 ン  

4 標準的 び ー ン    
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3. 送気管の要件  

険 

や ー 外 い 間 空気 除去 必要 あ  

適 動作 ワー 空気 ー ン ン 適 空気 供給 620
690 kPa [90 100 psi] の一 の空気 保 必要 あ  

 適 着 620 kPa [90 psi] 未 の空気 十  

 空気 690 kPa [100 psi] 超え ー ン 損傷 能性 あ  

信 性の高い性能 長 確保 の ー ン ン 離器
ー 給油器 7 使用 必要 あ ン 使用  
ー 空気供給源 接続 ン 使用 い場合 送気管  

後 空気 抜 送気管の空気 い   

7： 離器 ー 給油器 

 

1 空気流 

2 ー 離器 

3 ー  

4 給油器 

5 装置  

7 示 序 の 各 ー ー ン 設置 能 限 ー ン
ン の近 付 ー ー 空気 接続 い  

の 客様 用意 い 表 2 の機器の推奨 ーの一覧 示  

表 2：推奨 ー 

 ー 

 / 離器 

 ー  

 給油器 

 C.A. Norgen Co. — 州 ン 

 Chicago Pneumatic — ー ー 州 ー ー  

給油器 ‡ 
Chicago 空気 ー  Airoilene™ SAE™ 10  

Chicago Pneumatic — ー ー 州 ー ー  

‡ 高品質の非合 潤滑剤の 使用 い  



409-5862 

改訂 N 11 / 23 

表 3 の説明 従 ー ー ー ン ン 担当者 40 時間毎
い  

表 3： ーの ン ン  

期的 実施 利点 

排出 

 目 過度の摩耗 最小限 抑  

 び 腐食 最小限 抑  

 潤滑剤の洗い流 水の浪 防  

 排気 ー の水の排出 防  

空気 の  

 620 kPa [90 psi] 最小  

 690 kPa [100 psi] 最大  

 ー 一貫 性能 促  

 ー ン ー ン 損傷 保護 

の  

非常 微細 調整  

ー 15～20 約 

1 滴  

 ンの や固着 防  

 高度 研磨 極 精密 表面
保護 供 

 極 精密 箇所 密封 

 ン ン ー の 延長 

4. の 操作準備 

険 

や ー 外 い 間 空気 除去 必要 あ  

納入時 の 必要 送気管 備え ン空気供給 ン ン空気供給源 接続
状態 い 最初の 時や 異 や ン 使用 の

ンの手 実行 い  

4.1. 一般的 手  

の 次の一般的 手 含  

1. ワー ン空気供給源 接続 い い 確認  

2. 適 ワー 付  

3. ー ン ワー 付 ー ン 適 位
置 調節  

4. ン空気供給源 接続  

4.2. 空気供給源 

ー 空気供給源 接続 い 場合 ー 外 ー 留 力 い 確認  

4.3. ンの伸長 

ン 伸長 い い場合 ン ー ン ー 本体 外  
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4.4. ー ン の 付 非  

1. 裏面粘着式の安全 の 言語 ー ン 梱
い 適 外 8 示 う 安全 ー 小型

び大型 ー ン 付属 付 安全 ー 要 直
接 付  

8： ー ン の 付 非  

 

1 ー 6  

2 ン  7 ン 非  

3 ン ン  8 安全 ー  

4 ン  9 安全 ー の 部 部 付  

5    
注 

ー ン 付 場合 付 い の 先 外
必要 あ 外 付 逆の手  

2. 使用 ー ン 適 選択  

注意 

必 い組 合わ の ー ン 選択 い 組 合わ
い場合 常 動作  

3. 付 い い場合 2、3 回 込  

4. 8 示 う ン の 付 ン
の面 接合 そう い場合 ン 時計回

回  

注意 

締 や 損傷 能性 あ  



409-5862 

改訂 N 13 / 23 

5. 締  

6. 引 張 付 い 確認  

7. ー ン 合わ ー ン ワー 押 付
ワー ンの ン ン の 通 う  

注意 

付 後 操作 前 ー ン の位置 揃 い 確認
ワー の作動中 ー ン の位置 損

傷 能性 あ  

8. ワー ー ー ン の方向 ワー
ンの ン 接合  

9. 時計回 ー 回 ー ン の底の 山 合わ  

10. ー 締 付 ー 固  

注 

ー 適 付 い ー ン 突 当 ー
の 山 見え 適 付 い い場合 ー

ン の組 合わ 適 配置 い 確認 い  

11. ー ン 各方向 1 回転  

注 

ワー の ー 共 回転  

険 

怪 防 ー ー ン 固 い 期的
確認 い  
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4.5. ー ン の 付  

1. 裏面粘着式の安全 の 言語 ー ン 梱
い 適 外 9 示 う 安全 ー 小型

び大型 ー ン 付属 付 安全 ー 要 直
接 付  

9： ー ン の 付  

 

1 ン  7 歯 

2 ン  8 爪 

3  9 安全 ー の 部 部 付  

4 ー 10 ー ン  

5 ン ン  11 安全 ー  

6    
注 

ー ン 付 場合 付 い の 先 外
必要 あ 外 付 逆の手   

2. 使用 ー ン 適 選択  

注意 

必 い組 合わ の ー ン 選択 い 組 合わ
い場合 常 動作  

3. 付 い い場合 2、3 回 込  

4. 9 示 う ン の 付 ン
の面 接合 そう い場合 ン 時計回

回  

注意 

締 や 損傷 能性 あ  

5. 締  

6. 引 張 付 い 確認  



409-5862 

改訂 N 15 / 23 

7. ー ン の 爪 歯 合わ ー ン ワー
押 付 ワー ンの ン ン の 通 う  

注意 

付 後 操作 前 ー ン の位置 揃 い 確認
ワー の作動中 ー ン の位置 損

傷 能性 あ  

8. ワー ー ー ン の方向 ワー
ンの ン 接合  

9. 時計回 ー 回 ー ン の底の 山 合わ  

10. ー 締 付 ー 固  

注 

ー 適 付 い ー ン 突 当 ー
の 山 見え 適 付 い い場合 ー

ン の組 合わ 適 配置 い 確認 い   

11. ー ン 各方向 1 回転 ワー の ー 共
回転 注意 い  

険 

怪 防 ー ー ン 固 い 期的
確認 い  

4.6. ン の 付  

険 

ワー ン空気供給源 接続 ワー ン 引 込 怪
防 ワー の前 手や指 近 い い  

ン や 梱 い 説明書 参照 い 4 標準的 ン  
標準的 ー  ン 付 様子 示 ン や 付

後 ワー ン空気供給源 再接続  

4.7. ワー 吊   

背面の ン ー 付 ワー ン ー
共 使用 10 ワー 空気 ー 吊 い い  

10： の位置 

 

1 ワー ン ン 付  

2 ワー ン ン  

3  
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5. 操作 

の章 両方の の ワー の操作手 説明 ワ の準備 ン や
の端子や の配置 ワ の挿入 い 使用 ン や 梱

い 説明書 参照 い  

険 

怪 防 ワー 操作 際 着部 指 近 い い 端子や
除 着部 何 置 い い  

1. 端子 ワ ン や 配置 後 ワー 伸び  
ン ー 着 完全 底 ン
一時的 押 続  

2. ー 完全 底 ン 解除  
ワー ン 引 込   

3. 着 製品 外  

6. ン ン 検査 

期的 ン ン び検査 実施 信 動作 確保 い 検査の 度
以 異  

 手入 使用回数 の 扱い 

 ー ーの  

 異常 量の埃や汚  

 基準 

6.1. 検査 ー ン  

少 以 の う ワー 8 時間 検査 ー ン 必要 あ  

険 

や ー 外 い 間 空気 除去 必要 あ  

1. ン空気供給源 離  

2. ー ン ン や 所 の位置 あ 状態 外  

3. ン ー ー 本体 完全 伸び う ー 本体
引 離  

4. ン ー ン ン 摩耗 い 検査 必要 応 交換
 

険 

怪 防 250,000 ン 交換 交換手 い ン
9.1 参照 摩耗の兆候 明 場合 ー 交換  

5. ン ン ー壁 摩耗 い 検査  

6. 清潔 柔 い 柔 い 埃 気 びその の汚 除去  

7. ー の高い SAE 20 ー 少量 塗 余 拭  

8. ン 固 い 必要 応
締 付  

9. 使用 特 の ン や 梱 い 説明書 従 ン や
 

険 

怪 防 ン や ー ン 固 ン
完全 締 付 い 確認 い 中強度の ー 使用

ン い う  
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10. ー ン 再度組 立 ン や 所 の位置 あ 状態  

険 

怪 防 ワー 操作 前 ー ー ン
固 い 確認 い  

11. ワー ン空気供給源 再接続  

険 

ワー ン空気供給源 接続 ワー ン 引 込 怪
防 ワー の前 手や指 近 い い  

6.2. 潤滑 

ン空気供給源入力 潤滑 空気 供給 推奨 ワー 乾燥 非潤 
滑 空気 使用 い 使用 い 以 の う 8 時間 ワー 潤滑  

い  

1. ン空気供給源 外  

2. ワー の背面 送気管 外  

3. SAE 10 空気 ン ー 1～2 滴 ン ン 塗  

4. 送気管 ン空気供給源 再接続  

険 

ワー ン空気供給源 接続 ワー ン 引 込 怪
防 ワー の前 手や指 近 い い  

7. ー ン  

表 4 異常 状態 その状態の推 原因 処方法の一覧 示 状態 区 い場合 1
ー の 部 あ 連絡先 問い合わ い  

表 4： ー ン  

の  異常 状態 推 原因 処方法 

手動作動 
作動時 ワー

ン 伸び い  

ワー ン 

空気供給源 接続  

い い  

ワー ン空気 

供給源 接続  

ン ン  

ン の 具合 

ン 交換  

作動 

ン空気供給源 接続
ワー

ン 伸び  

ワー の送気 

管の接続 逆 い 

 

ン空気供給源 離  

ワー の送気管の接続 

逆  

電源喪失 

適 潤滑 

ン空気供給源の給油器の動作 

乾燥空気 使用 

場合 ン 6 従 潤滑
 

ワー の内部 ー
摩耗 損傷 い

 

ー 交換 評価 修理の情
報 い ン 9.2 参照

い  

8. ン  

1-800-522-6752 電 ン 注文 い  
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9. 交換 修理 

9.1. ン の交換 

 外  

1. ン空気供給源 ー 外  

2. 空気 ン ー本体 ー び 外 ン ン 外
 

3. ーの先端 外 の 差 込 外側 開 ン
外 ン 空気 ン ーの前面 外  

注意 

部品 外 ン ーの外面 傷 付 い う 注意 い  

4. ー 空気 ン ーの前面 外  

5. ン の溝 摩耗や永久歪 い 検査 過度の摩耗や損傷 明 場合
ー修理 ー 関 情報 い ン 9.2 参照 い  

 設置 

1. ー 使用 ン の溝の幅 測 11） の寸法 参考 使
用 ン い 表 5 表 6 参照 い  

11： ン の寸法 

 

1 ン の溝の幅 

2 ン の直径 
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2. ー 空気 ン ーの前面  

3. ン 空気 ン ーの前面 ン ン の溝 慎重 配
置 ン 変形 い い  

4. ン ン 設置  

5. ー ン ン 目視 検査 ー ン ン ン 適
付 い 確認  

6. ー 使用 ン の直径 測 11） ン 周辺の複数の異 位
置 測  

 測定値が 12 13 記載 い 使用 い ン 許容範 内 あ 場合
ー ン ン 寸法的 い 見  

 測 値のい 許容範 外の場合 評価 修理の詳細 情報 い ン 9.2 参照
い  

9.2. 交換部品 修理 

交換部品 推奨の ー 12 17 の一覧 記載 い ン
着 の交換部品 い 着 梱 い 説明書 参照 い  

交換部品 TE 担当者 注文 い 次のい の方法 部品 注文  

 TE.com ー の 部 あ  Shop TE の ン  

 800-522-6752 電  

 記の 先 書面 送付  

ー ー 038-035  
TE CONNECTIVITY CORPORATION 
PO BOX 3608 
HARRISBURG PA 17105-3608 

ー修理 ー い 800-522-6752 電 い  

  

https://te.com/
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12：手動作動 ワー 189721-[ ]用交換部品 非  

 

表 5：手動作動 ワー 189721-[ ]の型番 非  

 型番 詳細 あ の
数量 

1 1583088-1 ‡ ン 空気 式 1 

2 189848-1 ‡ ー  1 

3 38111 ‡-0 ー 空気 1 

4 

904381-1 ‡ 

ン  

溝幅 0.99 mm [0.039 ン ] 概算  

ン 直径 51.05 mm [2.01 ン ] 最大  
1 

904384-1 ‡ 

ン  

溝幅 1.73 mm [0.068 ン ] 概算  

ン 直径 50.5 mm [1.99 ン ] 最大  

5 217435-1‡ 
修理 ー 本体の O ン ーン  

ン  
1 

6 217435-2‡ 
修理 ー 本体の O ン ーン  

ン  
1 

7 1583089-1‡ 
修理 ー 本体用 ー ー  

ン  
1 

非表示 217434-1‡ 
修理 ー ワー 用 O ン  

ン  
1 

‡推奨 ー  
  

1   
修理 217435-1 使用 

1   
修理 217435-1 使用 

 1  
修理 217435-1 使用 

刻 部品
番号 
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13： 作動 ワー 189722-[ ]用交換部品 非  

 

表 6： 作動 ワー 189722-[ ]の型番 非  

 型番 詳細 
あ

の数量 

1 189847-1 ン  2 

2 189848-1 ー  1 

3 38111-0 ー 空気 1 

4 

904381-1 

ン  

溝幅 0.99 mm [0.039 ン  ] 概算  

ン 直径 51.05 mm [2.01 ン  ] 最大  
1 

904384-1 

ン  

溝幅 1.73 mm [0.068 ン  ] 概算  

ン 直径 50.5 mm [1.99 ン  ] 最大  

5 453866-1 ー  1 

6 19912-1 足踏  1 

7 986886-2 ン  2 

8 985794-1 ー 形  1 

非表示 ‡ 217434-1‡ 修理 ー ワー 用 O ン ン  1 
‡推奨 ー  
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14：小型 ー ン 非  15： ー ン ー  

ン  非  

16：大型 ー ン 非  

 

表 7： ー ー ン の型番 非  

 型番 詳細 

ン の数量 

大  

189767-1 

小  

189766-1 

ー  

ン 189928-1 

1 

189726-1 ー ー 大  1 — — 

189725-1 ー ー 小  — 1 — 

217350-1 ー ー ー ン — — 1 

2 ‡ 354425-1‡ ン  2 2 4 

3 

189764-1 大  1 — — 

189763-2 小  — 1 — 

189763-1 ー ン — — 1 

4 ‡ 189765-1‡ 10-32 1 1 1 

5 ‡ 021027-6‡ ン 六角  1 1 1 

6 ‡ 356022-1‡ ー 安全性 1 1 — 

‡推奨 ー  
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17： ー ン の交換部品  

 

表 8： ー ー ン の型番  

 
型番 詳細 

ン の数量 

大  

189767-1 

小  

189766-1 

ー
ン 189928-1 

1 

356444-1 大  1 — — 

356438-1 小  — 1 — 

356623-1 ー ン — — 1 

2 356439-1 偏心 1 1 1 

3 
356440-1 ン ー 626  1 — — 

356440-2 ン ー 626  — 1 — 

4 356441-1 爪 1 1 1 

5 354425-1‡ ン  2 2 4 

6 3-21028-4- ン 溝付 ン 0.09 x 0.375 ン  — 2 — 

7 4-21028-4- ン 溝付 ン 0.09 x 1.00 ン  2 2 — 

8 4-21028-9- ン 溝付 ン 0.125 x 0.375 ン  1 1 1 

9 356437-1 ー 偏心調整 1 1 1 

10 1-21000-5- ソ 4-40 x 0.50 ン  3 3 3 

11 21989-3 ソ ー 0.125 x 0.25 ン  1 1 1 

12 189765-1‡ 特  1 1 1 

13 37887 ン  1 1 1 

14 

356443-1 ー ー 大  1 — — 

356442-1 ー ー 小  — 1 — 

356624-1 ー ー ー ン — — 1 

15 356022-1‡ ー 安全性 1 1 — 

‡推奨 ー  

10. 改訂概要 

の 扱説明書の改訂内容 以 示  

 ワー の永久 付 の ン 削除  2 ー  電気警告 削除  再 ー 集 


	安全上の注意 - 怪我を避けるために、最初にお読みください！
	1. はじめに
	2. 詳細
	2.1. パワーユニット
	2.2. 手動作動システム＇非ロジック）
	2.3. フット作動システム＇非ロジック）

	3. 送気管の要件とセットアップ
	4. システムのセットアップと操作〱㊖備
	4.1. 一般的な手順
	1. パワーユニットがメイン空気供給源に接続されていないことを確認します。
	2. 適切なカムをパワーユニットに取り付けます。
	3. ツールホルダアセンブリをパワーユニットに取り付けて、カムとツールホルダアセンブリを適切な位置に調節します。
	4. メイン空気供給源を接続します。

	4.2. 空気供給源
	4.3. ピストンの伸長
	4.4. カムとツールホルダアセンブリの取り付け＇非ロジック）
	1. 裏面粘着式の安全ラベルのストリップ＇さまざまな言語で印刷）が、ツールホルダアセンブリに同梱されています。ストリップから適切なラベルを取り外し、図8に示すように、安全スリーブ＇小型および大型ツールホルダアセンブリに付属）に取り付ける、またはアダプタ＇安全スリーブ不要）に直接取り付けます。
	2. 使用するツールホルダアセンブリに適したカムを選択します。
	3. カム止めネジがカムに取り付けられていない場吇、止めネジをカムに2、3回ねじ込みます。
	4. 図8に示すように、カムを＇止めネジで）ピストンロッドの上に取り付けます。カムがピストンロッドの面に接吇します。そうでない場吇は、カムがピストンロッドに正しく収まるまで反時訇回りにカム止めネジを回します。
	5. カム止めネジを締めます。
	6. カムを引っ張り、しっかりと取り付けられていることを確認します。
	7. ツールホルダアセンブリをカムに吇わせ、ツールホルダアセンブリをパワーユニットに押し付けて、パワーユニットピストンのフリクションリングの上を通るようにします。
	8. パワーユニットロックカラーをツールホルダアセンブリの方向にスライドさせ、パワーユニットピストンのストップリングに接吇させます。
	9. 時訇回りにロックカラーを回して、ツールホルダアセンブリの底のネジ山にかみ吇わせます。
	10. ロックカラーを締め付けて、ツールホルダをしっかりと固定します。
	11. ツールホルダアセンブリを各方向に1回転させます。

	4.5. カムとツールホルダアセンブリの取り付け＇ロジック）
	1. 裏面粘着式の安全ラベルのストリップ＇さまざまな言語で印刷）が、ツールホルダアセンブリに同梱されています。ストリップから適切なラベルを取り外し、図9に示すように、安全スリーブ＇小型および大型ツールホルダアセンブリに付属）に取り付ける、またはアダプタ＇安全スリーブ不要）に直接取り付けます。
	2. 使用するツールホルダアセンブリに適したカムを選択します。
	3. カム止めネジがカムに取り付けられていない場吇、止めネジをカムに2、3回ねじ込みます。
	4. 図9に示すように、カムを＇止めネジで）ピストンロッドの上に取り付けます。カムがピストンロッドの面に接吇します。そうでない場吇は、カムがピストンロッドに正しく収まるまで反時訇回りにカム止めネジを回します。
	5. カム止めネジを締めます。
	6. カムを引っ張り、しっかりと取り付けられていることを確認します。
	7. ツールホルダアセンブリのラチェット爪をカム歯に吇わせ、ツールホルダアセンブリをパワーユニットに押し付けて、パワーユニットピストンのフリクションリングの上を通るようにします。
	8. パワーユニットロックカラーをツールホルダアセンブリの方向にスライドさせ、パワーユニットピストンのストップリングに接吇させます。
	9. 時訇回りにロックカラーを回して、ツールホルダアセンブリの底のネジ山にかみ吇わせます。
	10. ロックカラーを締め付けて、ツールホルダをしっかりと固定します。
	11. ツールホルダアセンブリを各方向に1回転させます。パワーユニットのロックカラーはホルダと共に回転することに注意してください。

	4.6. クリンプヘッドまたはアダプタの取り付け
	4.7. パワーユニットを吊り下げる

	5. 操作
	1. 端子、スプライス、ワイヤをクリンプヘッドやアダプタに配置した後、パワーユニットが伸びてク リンプヘッドジョーまたは圧着ダイが完全に底に達するまで、ハンドスイッチまたはフットスイッチを一時的に押し続けます。
	2. ジョーまたはダイが完全に底に達したら、ハンドスイッチまたはフットスイッチを解除します。 パワーユニットピストンが引っ込みます。
	3. 圧着した製品を取り外します。

	6. メンテナンスと検査
	6.1. 検査とクリーニング
	1. システムをメイン空気供給源から切り離します。
	2. ツールホルダアセンブリ＇クリンプヘッドやアダプタが所定の位置にある状態）を取り外します。
	3. ピストンプライヤーでカムをしっかりつかみ、ツール本体が完全に伸びるように、カムをツール本体から引き離します。
	4. ストップリング、ロックカラー、フリクションリングに摩耗がないか検査します。必要に応じて交換します。
	5. ピストン、シリンダー壁、カムに摩耗がないか検査します。
	6. 清潔で柔らかいブラシ、または柔らかい布で埃、湿気およびその他の汚れを除去します。
	7. グレードの高いSAE 20モータオイルを少量カムに塗布します。余分なオイルを拭き取ります。
	8. カムがカム止めネジでピストンロッドにしっかりと固定されていることをチェックします。必要に応じて、止めネジを締め付けます。
	9. 使用する特定のクリンプヘッドやアダプタに同梱されている説明書に従って、クリンプヘッドやアダプタをチェックします。
	10. ツールホルダアセンブリを再度組み立てます＇クリンプヘッドやアダプタが所定の位置にある状態）。
	11. パワーユニットをメイン空気供給源に再接続します。

	6.2. 潤滑
	1. メイン空気供給源を取り外します。
	2. パワーユニットの背面から送気管を取り外します。
	3. SAE 10空気シリンダーオイルを1～2滴、インレットフィッティングに塗布します。
	4. 送気管とメイン空気供給源を再接続します。


	7. トラブルシューティング
	8. オプションとアクセサリ
	9. 交換と修理
	9.1. ストップリングの交換
	A. 取り外し
	1. メイン空気供給源からツールを取り外します。
	2. 空気シリンダー本体からツールホルダ＇およびカム）を取り外します。フリクションリングを取り外します。
	3. マイナスドライバーの先端を取り外しノッチの下に差し込み、外側にこじ開けて、ストップリングを取り外します。ストップリングをスライドさせて空気シリンダーの前面から取り外します。
	4. ロックカラーをスライドさせて空気シリンダーの前面から取り外します。
	5. ストップリングの溝に摩耗や永久歪みがないか検査します。過度の摩耗や損傷が明らかな場吇は、カスタマー修理サービスに関する情報については、セクション9.2を参照してください。

	B. 設置
	1. キャリパーを使用して、ストップリングの溝の幅を測定します＇図11）。この寸法を参考にして、使用するストップリングについて表5と表6を参照してください。
	2. ロックカラーを空気シリンダーの前面にスライドさせます。
	3. ストップリングを空気シリンダーの前面にスライドさせ、リングをストップリングの溝に慎重 に配置します。リングを変形させないでください。
	4. フリクションリングを設置します。
	5. ツーリングアセンブリを目視で検査して、ロックカラー、ストップリング、フリクションリングが適切に取り付けられていることを確認します。
	6. キャリパーを使用して、ストップリングの直径を測定します＇図11）。リング周辺の複数の異なる位置で測定します。
	 測定値が図12と図13に記載されている＇使用しているストップリング）許容範囲内である場吇、ツーリングアセンブリは寸法的に正しいと見なされます。
	 測定値のいずれかが許容範囲外の場吇、評価と修理の詳細な情報についてセクション9.2を参照してください。


	9.2. 交換部品と修理

	10. 改訂概要

